
2    目  標  達  成  計  画
事 業 所 名 ： 福光園グループホーム　やすらぎの家
作 成 日 ： 令和4年11月15日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標

1 11

意見を聞く機会は設けているが、発信・発言
する職員に偏りがある。機械的にではなく、理
念に沿った業務や生活の場という視点を持
ち、臨機応変に対応できるかが課題となって
いる。

・生活の場という視点を持つ（暮らしやすさ・楽し
さ）。
・理念に基づいているか振り返る。
・気付きを大切にする。気付いたままで終わらせ
ず共有する。
・アイディアや意見を自由に話せる職場環境にす
る。

6 か月

2
コロナ禍により、地域との交流が少なくなった
と感じる。

・地域交流を再開する。
・地域の方々に施設を再確認していただく。
・コロナ禍でも出来る地域との交流の検討。施設
発信していく。

12 か月

3 か月

4 か月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合ったものです。
また、課題等は、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を掲げております。

・理念を目につく場に複数掲示（字体やポップ
等の工夫）。
・思いついたアイディアは付箋に記入し共有
する。
・些細な会話や話題にヒントを見つける。共有
し取り入れる。

・家庭菜園（野菜・花）を栽培し、地域の方々
にお裾分けする。
・メダカを通し、学校やこども園等との関係を
構築する。
・農家の方々から助言をいただきながら、交
流の機会とする。
・慰問関係者と定期的に連絡を取り合い、関
係性を保つ。

【目標達成計画】　

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取組み内容
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